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研究開発　七つ道具
研究開発を支える裏方たち

　本試験機は，浮上式鉄道の地上コイ

ルの疲労評価を行うために製作された

もので，実使用される地上コイルが収

容可能な恒温室を備え，実機レベルで

の加振試験が行えます。試験機の外観

を図1に，概要を図2に示します。

　具体的には，移動可能な大型恒温室

と油圧式の加振機，環境負荷（温度変

化，散水），機械負荷（振動などを模

擬した機械的載荷），さらに別置の高

電圧発生器との組み合わせで電気負荷

（高電圧の印加）を同時に与えること

ができます。大型の恒温槽を備えてい

るため，実物大モデルを用いた任意の

組み合わせ負荷による耐久性評価が可

能です。

　与えることができる環境負荷，機械

的負荷，ならびに恒温槽の槽内寸法は

表1のとおりとなっています。

　恒温槽は移動が可能なため，環境負

荷試験を行わない場合には後方に移動

しての試験も可能で，供試体をセット

する際の作業性を大幅に向上すること

ができます。

　本試験機自体には課電試験の機能は

ありませんが，表2の仕様を有する別

恒温室付疲労試験機

置の高電圧発生器から電源ケーブルを

引き込むことで，電気的な負荷試験を

行うことも可能です。

　これだけの大きな恒温槽を備えた疲

労試験機は珍しく，地上コイルのみな

らず大寸法の各種供試体を用いた，幅

広い試験が可能となっています。

　本試験機の製作は，運輸省（現：国

土交通省）の鉄道技術開発費補助金を

受けて実施しました。
（高橋紀之／浮上式鉄道技術研究部

　電磁システム研究室）
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図1　試験機外観（正面）

表1　疲労試験機仕様 表2　高電圧発生器仕様

出力電圧 ０～１００ｋＶ
連続定格 ２０ｋＶＡ

商用周波電圧

図2　試験装置概要（側面）
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